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よき市民のための？　　

科学リテラシー

高 橋  真 聡
愛知教育大学　宇宙•物質科学専攻／LAプロジェクト

Edu seminar    2013 Nov.

613年12月2日月曜日

なぜ群れる？

生物としての人は単独では弱いから

市民としての行動／良き市民とは？

掟、ルール、法律　ーーーその背景にあるもの

自然科学が必要不可欠な理由　　　　　　　　　　
（ただし社会を構築する上でのツールとしては万能ではないことに注意！）

個人の都合より社会の都合が優先＝公共の福祉

713年12月2日月曜日

科学とのつきあい
身近な

例をあげて、考えてみよう！

813年12月2日月曜日

エアコンの設定温度
エコに配慮して室温
調整したい、、
普段どうしています
か？

913年12月2日月曜日

取扱説明書

消費者にホントに伝えるべきことは？

全自動洗濯機の例：洗剤の必要量の見積もり

エアコンの例：設定温度 28   　「弱」or「強」？

「取扱説明書」に書くべき内容は、、

例えば、、

1013年12月2日月曜日

ユーザインターフェース

入力と出力（手動から自動化へ）

パソコンのOSデザイン

最近のカー•ナビゲージョンシステム

システムの都合 vs. ユーザの発想：

技術オタクでは解決できない問題がある

1113年12月2日月曜日

65

43

21



あなたのパソコンOS は　　
使いやすいですか？

1213年12月2日月曜日

科学の方法

客観的な筋道の立て方

理論（仮説）・実験（検証）・法則（解釈）

1313年12月2日月曜日

1.  無生物から生物が自然に発生するか？

「自然発生説」は正しいか？

パスツールの実験（白鳥の首フラスコ実験）

それ以前の実験のどこに問題点があったか？

1413年12月2日月曜日

生命の誕生の場は？

1513年12月2日月曜日

 2.  ダーウィンの進化論
生物進化（自然淘汰による）

“偉大な存在”が創造した？「賢者の石」など

どっちを信じても困らない状況と、そうではない
状況の混在 !?

1613年12月2日月曜日

3.  DNAに支配されている？
私たちの行動の基本原理は？

なぜ生きるか？なぜ死ぬか？　　　　　　　　　
死は必然（=DNAの再生になっている）

個人の生か？　種としての生か？

とどのつまり、DNAのリレーなのか？

1713年12月2日月曜日
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あなたはDNAを信じますか？

1813年12月2日月曜日

4.  神の住む世界と地上
「天上の法則」と「地上の法則」

経験／観測・実験の解析

基本原理からの演繹

1913年12月2日月曜日

5.  大陸移動説
最初はパズル的発想から !?

状況証拠の積み重ね、、、

先端技術で実測定できるようになった。

いまや、地震や津波の本質的理解に至る！

2013年12月2日月曜日

6.  ブラックホール

「ブラックホール」＝一般相対論が予言！

ブラックホールの候補天体は沢山ある

ブラックホール本体は見つかってない

ブラックホール存在をどうやって検証する？

「時間と空間（＝宇宙）の起源」の解明へ

2113年12月2日月曜日

社会との関わり
科学では答えられない問題

2213年12月2日月曜日

何を選択するか
どのようなリスクが潜んでいるのか？

そのリスクは妥協できる範疇なのか？

リスクによる影響の程度は、どれだけ深刻か？

リスクを回避する手段はあるか？

そのコストは？

2313年12月2日月曜日
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1.  エネルギー問題
原子力事故に対する不安

化石燃料が引き起こす国際紛争

コントロールできない人口増加

セーブできないエネルギー消費

人類の未熟な科学をどう使いこなすか？

2413年12月2日月曜日

2.  異常気象
地域の気象もグルーバル化している

温暖化／集中豪雨／竜巻・・

人類の社会活動？ 太陽活動？ 宇宙線の影響？

如何して（自然環境の変動に）適用可能な社会を　　
構築するかが課題

2513年12月2日月曜日

3.  生命倫理
代理母／人工受精／IPS細胞／臓器移植

出生前診断（人工淘汰？）

遺伝子組み換え（予期せぬ生命誕生？）

本来、 されていた生命が
生き残ることになるリスクとは？

2613年12月2日月曜日

4.  超・長寿社会
多細胞生物になって「死」が生まれた

生物としての役割（ ）

生物の一個体として長生きする意味は？

社会における真の役割は？

2713年12月2日月曜日

あなたの場合は？

大学生として／大学教員として

2813年12月2日月曜日

あなたにとっての問題は？

いったい何が問題なのかを認識すること

その問いを表現できますか？

原理的に解決可能な問題になっているか？

解決に向けての方法はあるか？

どこまで求めるのか？

2913年12月2日月曜日
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大学に求めるもの
NHK Eテレ　アンケート

3013年12月2日月曜日

大学に求めるもの

社会を生き抜くためのスキル　～２０％

就職マッチング　　　　　　　＜１０％

知の探求　　　　　　　　　　～５０％

日本のリーダー　　　　　　　～２０％

NHK Eテレ　アンケート

3113年12月2日月曜日

講義では、、、
良く練られた「問題の提起」が必要

統一された答えは求めなくて良いだろう

自分なりの考えを体系化し、表現させる　　　　
トレーニングの場となれば良い。

教師はその に徹するのが良いだろう。

3213年12月2日月曜日

全ての人への問いかけ

『この「不条理な世界」どう生きていく？』

自分はどう生きたい？　正義？

周り（社会）にはどうあって欲しい？

“博愛主義”は幻想か？　全ては自分のため？

価値観は誰が作る？　そのからくりは？

3313年12月2日月曜日
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Shigeo Kodama “Citizenship Education and Politics in Japan: Focusing 
on the context of globalization and postindustrial society”, The 10th 
Annual Hawaii International Conference on Education, January 5-8 , 

2012 ,Honolulu, Hawaii 
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of uncertainty and ignorance
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Gert Biesta 2011 “The Ignorant Citizen: Mouffe, Rancière, and 
the Subject of Democratic Education”, Studies in Philosophy and 
Education ,March 2011, Volume 30, Issue 2:152  
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高橋真聡＠宇宙•物質科学専攻

あなたはどれだけ知っている？

113年12月3日火曜日

PART - I

213年12月3日火曜日

星座の説明で正しいものはどれか？

1. 星と星を線で結んで動物や人物などの姿を想像したもの

2. 近代科学が発展して作られるようになった

3. 現在では、天文学分野で星座名を使うことは殆どなくなった

4. 星座の線の結び方は国際天文学連合が定めている

313年12月3日火曜日

解答：１
古い星座になると、３０００年以上前から存在するものもある。
現在では学術的目的に使用するために８８の星座が定められている。
ただし、これは星座の範囲を定めたものであり、星の結び方については特別の決まりは無い。

北極と南極の夜空に観測できる
星座の数はどちらが多い？

1. 北極で観察できる星座が多い

2. 南極で観察できる星座が多い

3. 両方でちょうど同じ数になるように星座が決められている

4. 季節によって変化するので、どちらともいえない

413年12月3日火曜日

解答：２
夜空に見える星の数は、南極から観測される星座数の方が多い。
白夜の期間（＝昼間）は星は見えない。

夏の星座「いて座」が
冬至の頃に見えない理由は？

1. 地球の反対側に位置するから（南半球から見える時期）

2. 太陽と重なる方向に位置するから

3. もともと日本からは見えない位置にある

4. 光害（街の明かり等）のため、暗い星座は見えにくくなる

513年12月3日火曜日

解答：２
昼間の空に存在するが、太陽の光に覆われて見えない。南半球に行っても太陽といて座と地球の位置
関係は変わらないので、やはり見えない。

月の満ち欠けで、欠けている
部分はなぜ暗い？

1. 月の裏側だから

2. 黒っぽい岩石（玄武岩）が主成分だから

3. 地球の影が落ちているから

4. 月の夜の部分だから

613年12月3日火曜日

解答：４
太陽の光が当たらないから、すなわち夜の部分に相当するから暗い。
選択肢３は、月食の場合に発現する。選択肢２は、月の海の部分となる（月のウサギの模様を作って
いる）



日食と月食、どちらが多い？

1. 日食

2. 月食

3. ほぼ同じ

4. 年による

713年12月3日火曜日

解答：１
日食の方が５０％ほど回数が多い。ただし、半影月食（影が淡いので肉眼では判別が難しい）を入れ
ると同じ程度の頻度になる。月食は通常は本影食（皆既月食、部分月食）のことをさす。

太陽系惑星の条件として
必要ではないものは？

1. 太陽の周りを回る

2. 大気がある

3. 重力で球形になっている

4. その軌道近くに他に同じくらいの大きさの天体がない

813年12月3日火曜日

解答：２
大気は必須ではない。

土星の他に、環のある星は？

1. 金星、木星、海王星

2. 木星、天王星、海王星

3. 水星、海王星、天王星

4. ない

913年12月3日火曜日

解答：２
いずれも大型の惑星である。

銀河はどれか？

1. 大マゼラン星雲

2. オリオン大星雲

3. カニ星雲

4. 星雲

1013年12月3日火曜日

解答：１
小さな銀河である。私たちの銀河系のまわりに位置し、「衛星銀河」と呼ばれる。日本からは見えな
いが、南半球からは肉眼でも見える。

「宇宙エレベータ」とは？

1. 地球と月をエレベーターで直接つなぐ

2. 静止軌道上の基地と地上をエレベーターでつなぐ

3. 南極点や北極点に設置するのが基本である

4. 実現しても、かなりの高コストになってしまう

1113年12月3日火曜日

解答：２
遠心力と重力が釣り合っている位置なので支柱等で支える必要がない。また、回転する角度が地球と
同じなので、いつも同じ場所に位置できる。

地球外の物質を初めて地球に持ち
帰ったのはどの探査機？

1. 「はやぶさ」が小惑星イトカワから

2. 「アポロ１１号」が月から

3. 「ルナ１６号」が月から

4. 「マリナー４号」が火星から

1213年12月3日火曜日

解答：　２
アポロ１１号は１９６９年７月に月に着陸。２人の宇宙飛行士が人類で初めて月面に立ち、月の岩石
サンプルが収集された。ルナ１６号はソ連の無人探査機で、月から土壌サンプルを持ち帰ったが、１
９７０年の事である。火星からサンプルを持ち帰った探査機は無い。日本の「はやぶさ」は、月以外
の天体から初めて岩石サンプルを持ち帰った。



PART - II

1313年12月3日火曜日

惑星状星雲が輝く理由は？

1. 蛍光灯と同じ

2. 白熱電球と同じ

3. 電球と同じ

4. 惑星と同じ

1413年12月3日火曜日

解答：１
中心には白色矮星が存在して紫外線を放出している。その紫外線が星風によて放出されたガスを照ら
して輝いている。

宇宙は膨張しているが、
どんな風に？

1. 実は、収縮に転じている

2. 膨張しているが減速している

3. 膨張の程度は加速している

4. 過去には膨張していたが、現在は停止している

1513年12月3日火曜日

解答：３
膨張は加速している。このことは、極めて遠方で発生する超新星爆発の様子から判断されている。こ
の理解のためには、ダークエネルギーの存在が必要となる。

銀河の衝突は、星の衝突より頻繁
に起こっている。なぜか？

1. 銀河の運動速度は、星の運動速度より1000倍以上大きいため

2. 対象とする天体間の距離と天体の大きさを比べた場合、星より
銀河の方が小さいため

3. 銀河は明るいので、観測しやすく見かけ上そう見えるため

4. 長い宇宙の歴史の中で、星どうしの衝突は既に緩和されたため

1613年12月3日火曜日

解答：２
天体どうしの距離に対する天体の大きさが大きい方が衝突しやすいことになる。星と銀河では、銀河
ほうがこの比が大きくて衝突しやすいことになる。

テラフォーミングとは？

1. 地球によく似た惑星を発見して移住すること

2. 火星を居住可能の環境に改造すること

3. 地球外の惑星に移住すること

4. 地球外の惑星を地球の環境に改造すること

1713年12月3日火曜日

解答：４
「テラ」とはラテン語で地球を意味する。テラフォーミングとは、惑星の環境を地球のように人類が
住める環境に大規模改造することである。具体的なターゲットとしては火星が考えられている。居住可
能の環境に留まらず、”地球と同じ環境”を目指す。

赤い恒星はなぜ赤い？

1. 年老いた星であるから

2. ヘリウムが核反応を起こしているから

3. 超高温の巨星であるから

4. 赤いガスで覆われているから

1813年12月3日火曜日

解答：２
ヘリウムが核融合反応を始めると巨星となり表面温度が下がり赤く見える。赤い星だからといって巨
星とは限らず、小さく暗い赤い星もある。超高温の巨星は青色となる。



「すばる」はどんな星？

1. 原始星

2. 白色矮星

3. 主系列星

4. 赤色矮星

1913年12月3日火曜日

解答：３
１億歳くらいの生まれたての主系列星である。

球状星雲は古い？

1. 銀河系のハローに分布するので古い天体である

2. 数十万個という非常に多くの恒星からなるから古い

3. 重い元素が少ないため古い天体である

4. 丸い形状をしているので古い天体である

2013年12月3日火曜日

解答：３
重い元素が少ないということは、太古に作られて以来変化していないことを意味している。その他の
選択肢も、球状星団が最近できたのでないことを示唆するが、直接的な理由にはならない。

ウイルスは純粋な生物とは
見なされない。なぜか？

1. 非常に小さいから

2. 核酸をもっていないから

3. 代謝をしないから

4. 増殖しないから

2113年12月3日火曜日

解答：３
ウイルスは核酸とそれを包むタンパク質の殻からなっている。人などの生体に取り付くと、自分の核
酸を細胞に注入し増殖する。代謝はせずに自力では増殖もできない。そのため生物とは言い切れない
が、機械とも鉱物とも言えない。

他の惑星での地球型生命活動の有無を
調べる際に参考となる要素は何か？

1. 大気中に酸素が豊富にあること

2. 海中に塩分が豊富にあること

3. 陸上にダイヤモンドが豊富にあること

4. 大気中に二酸化炭素が豊富にあること

2213年12月3日火曜日

解答：１
大気中の酸素は、放置しておくと他の物質を酸化させて失われていく。酸素が豊富に存在するという
ことは、光合成など生命活動由来の活動が行われている可能性を示唆する。ただし、生命のありよう
が宇宙のどこでも同じという保証はない。

スーパーアースとは何か？

1. 地球よりも生命にあふれた可能性がある惑星

2. 地球の数倍程度の質量をもつ惑星

3. 地球よりも遥かに古い時代にできたと思われる惑星

4. ハビタブルゾーンに位置する地球型惑星のこと

2313年12月3日火曜日

解答：２
スーパーアースの定義は、質量によるものである。生命がいるか、ハビタブルゾーンに位置するかは必
ずしも問われない。年齢も関係ない。
太陽系外惑星を見つける際に「ドップラー法」と「トランジット法」を組み合わせると惑星の質量と
大きさがわかる。最近では、「ケプラー宇宙望遠鏡」によって、スーパーアースが続々と見つかってき
ており 中にはハビタブルゾーンに位置してそうな惑星も見つかり始めている
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